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プログラム

基調講演　13：10～14：10 第1会場（会議室1）

座長：野村 一俊（朝日野総合病院 院長）

急性期病院におけるPFM（Patient Flow Management）導入
―働きがいのある働き方改革に向けて―

西澤 延宏  佐久総合病院・佐久医療センター 外科医長・臨床顧問

特別講演　10：40～11：40 第1会場（会議室1）

座長：相良 孝昭（熊本市民病院 院長）

医療モジュールを繋ぐ患者支援：新しいPFMを考える

中尾 浩一  済生会熊本病院 院長

共催セミナー1　12：00～13：00 第1会場（会議室1）

座長：横山 幸生（熊本市民病院 副院長）

今後の医療制度について
～診療報酬改定の展望等～

二川 一男  元 厚生労働事務次官・元 内閣官房政策参与・獨協医科大学医学部 特任教授

共催：株式会社八尾ムトウ

共催セミナー2　10：40～11：40 第2会場（会議室2）

座長：和田 邦泰（熊本市民病院 脳神経内科 部長）

適切な睡眠薬使用で守る医療安全
―入院中のせん妄リスク・転倒リスクを考える―

大嶋 俊範  荒尾市民病院 脳神経内科 部長

共催：エーザイ株式会社
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共催セミナー3　12：00～13：00 第2会場（会議室2）

座長：井上 雅文（熊本セントラル病院 院長）

私たちが高齢者の骨折連鎖を防ぐためにできること
～院内FLSと地域連携を踏まえて～

辻 王成  朝日野総合病院 整形外科 センター長

共催：旭化成ファーマ株式会社

シンポジウム　14：25～16：25 第1会場（会議室1）

座長：甲斐 豊（阿蘇医療センター 院長・事業管理者）     
吉田 節子（熊本地域医療センター 看護部 看護部長）

［ PFMの改善へ向けて ］

　S-1 国立病院機構熊本医療センターの PFMの現状と今後の改善に向けて
 菊川 浩明
熊本医療センター 地域医療連携センター長・診療部長

　S-2 当院における PFMの導入：効果と課題
 宮本 和彦
熊本赤十字病院 診療部長・整形外科及びリハビリ科部長・患者サポートセンター長

　S-3 薬剤部と PFM
～地域連携と多職種協働～
 藤井 憲一郎
熊本総合病院 薬剤部長

　S-4 がん診療連携クリティカルパス「私のカルテ」による地域連携を目指して
～10年の取り組みと今後の課題～
 木村 正裕
くまもと森都総合病院 地域医療連携室 看護師長

　S-5 当院における患者サポートセンター開設の経緯と運用の実際
 豊永 靖子
熊本市民病院 患者サポートセンター 副看護部長
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一般演題1　9：00～9：32 第1会場（会議室1）

座長：片渕 茂（朝日野総合病院 外科・院長補佐）

［ クリティカルパス ］

O-01 当院のクリティカルパス推進委員会におけるパス適用率向上への取り組み
○山崎 浩
熊本市民病院 血液腫瘍内科

O-02 演題取り下げ

O-03 小児科におけるクリニカルパス使用推進の取り組み
○榎島 美静
熊本市民病院

O-04 血液透析用バスキュラーアクセス人工血管移植術のパスを作成して
○重村 晶子
さくら病院 

一般演題2　9：40～10：28 第1会場（会議室1）

座長：平田 稔彦（熊本赤十字病院 院長）

［ 医療安全／地域連携 ］

O-05 インシデント報告から透析センターの業務改善へ
○松田 理恵、鶴田 豊
鶴田病院

O-06 集中治療における身体抑制に関する実態調査
○中本 賢秀
荒尾市民病院

O-07 確認業務の実際についての考察
～注射実施前バーコード認証業務の実施率調査の結果を受けて～
○野口 弘稔、高瀬 正樹
熊本市民病院

一般演題プログラム
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O-08 患者誤認防止対策への取り組み
○岩下 武司
熊本労災病院

O-09 医療的ケア児等に対する退院時薬剤情報提供の取り組み
○中村 真希、早坂 香織、廣瀬 龍一、吉田 響、松林 知佳、喜多岡 洋樹、田中 泉、
伊東 恵子、山室 蕗子
熊本市民病院

O-10 NICU入院中の退院困難患児の退院調整
○鍬田 晃子、緒方 美穂
熊本市民病院 患者サポートセンター

一般演題3　9：00～9：32 第2会場（会議室2）

座長：杉田 裕樹（一般社団法人熊本市医師会 熊本地域医療センター 院長）

［ 新型コロナウイルス感染症関連 ］

O-11 COVID-19の流行が高齢者肺炎に及ぼす影響について
○筒井 宏益、葛城 裕、渡辺 充伸、瀬戸口 敬介
江南病院

O-12 クラスター収束に向けての取り組み
～タスクフォースの活動報告～
○桑原 美穂、村田 千福、馬場 信裕、本田 千春、宮田 昭、川富 正治
さくら病院

O-13 COVID-19における職員の罹患と濃厚接触状況の調査報告
○村上 春美
熊本市民病院

O-14 重点医療機関としての新型コロナウィルス感染症診療と通常診療との
両立における、放射線部門の取り組み
○鶴井 真彦
水前寺とうや病院
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一般演題4　9：40～10：28 第2会場（会議室2）

座長：米満 弘一郎（熊本機能病院 理事長）

［ 医療の質／医療情報 ］

O-15 SPPBの点数を基準として、早期に退院時目標移動手段への移行判定は可能か？
○松崎 亘
水前寺とうや病院

O-16 関節リウマチ（RA）患者の外来リハビリテーションにおける
身体機能向上及び病院収益増加に向けた取り組み
○尾上 壮一郎
くまもと森都総合病院 医療技術部 リハビリテーション科

O-17 地域包括ケアにおける再入院の現状と課題
○榮 香織
水前寺とうや病院

O-18 新病院開院後の当院における院内発生褥瘡の実態調査
○若宮 まみ
熊本市民病院

O-19 当院における心疾患患者の両立支援
～若年者の支援から見る制度利用、職場調整について～
○椛谷 豊、松村 敏幸
熊本労災病院 治療就労両立支援部

O-20 心不全患者の就労支援
○松村 敏幸、椛谷 豊
熊本労災病院 治療就労両立支援部

一般演題5　14：25～15：13 第2会場（会議室2）

座長：別府 透（山鹿市民医療センター 事業管理者）

［ 教育／患者サービス ］

O-21 コロナ禍における新人看護職員育成
～部署配属前に実施すべき新人看護職員研修の明確化～
○里 史、島村 理絵、森本 由美子
熊本市民病院
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O-22 コロナ禍における院内研修
～オンデマンドを活用した糖尿病看護研修～
○遠藤 靖子、嶋田 枝里子
熊本市民病院

O-23 シャント外来での基幹病院との連携、情報共有による PFM

○近藤 翔太
さくら病院

O-24 当院での患者サービス向上に向けた取り組みの紹介
○稲田 清美
熊本市民病院

O-25 緩和ケア病棟における在宅復帰率上昇に向けた取り組みの効果
～死を待つ病棟イメージからの脱却～
○川口 安代、豊田 恵美、延末 一洋
くまもと森都総合病院

O-26 『次世代医療基盤法に基づく医療情報提供のお知らせ』に関連した
当院オプトアウトの再検討
―広義の PFM悪化をきたさぬために―
○富田 正郎
熊本医療センター

一般演題6　15：20～16：08 第2会場（会議室2）

座長：猪俣 裕紀洋（熊本労災病院 院長）

［ 看護業務／その他 ］

O-27 一般病棟看護師が抱える緩和ケアに対する苦手意識について
～介入困難に影響を及ぼす要因の分析～
○青木 圭
 鶴田病院

O-28 変化する手術室業務における臨床工学技士の関わり
○児玉 博樹
熊本市民病院
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O-29 熊本市民病院における摂食・嚥下障害専門チーム（嚥下チーム）の活動報告
○大津 愛美1）、早野 瑞季2）、園田 亮子1）、岩村 健司2）、町田 李菜3）、太田 和俊3）

1）熊本市民病院 栄養管理室、2）熊本市民病院 リハビリテーション室 言語聴覚士、
3）熊本市民病院 歯科口腔外科

O-30 当院での眼科薬物治療における業務効率化に向けた取り組み
○尾上 正仁、田中 由起子、楠本 将裕、金﨑 さやか、浦田 詩乃、中澤 瞳、
大塚 友絵、大野 瑞穂、山室 蕗子
熊本市民病院

O-31 患者サポートセンターの薬剤師介入による患者の安全性および
病棟業務への効果の検討
○小島 嘉珠正
熊本市民病院

O-32 認知症ケアチーム介入患者における薬剤使用状況の調査
○中澤 瞳1）2）、浦田 詩乃1）2）、神吉 英樹2）、田中 泉1）、中村 文1）、毛利 昌平1）、
田口 佑佳1）、和田 邦泰2）、山室 蕗子1）

1）熊本市民病院 薬剤部、2）熊本市民病院 認知症ケアチーム


